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生物リズム研究に関連したコンビュータ- プログラムのリスト公
開について

塩野義製薬( 株) 油日ラボラトリーズ
大島五紀

研究会会誌 2 巻 1 号 ( 4 月号) で、生物リズム研究に関連したプログラムの情報提供
を呼びかけましたところ、基生研の近藤先生、福井医科大の大屋先生より、プログラム
を公開して下さるとのお申し出をいただきました。そこで今回は、私の作成したプログ
ラムを含めて、これらのプログラムの概要について紹介させていただきます。なお、余
談になりますが、このニュ ス記事はコンビューターネットワークを利用して、私の研
究室のパソコンから、岡山大学の中島先生のパソコンへ直接お送りした原稿をもとにし
て、研究会事務局にて編集され印刷されたものです。この 5 月より Internet とN i f t y
S e r v e  、P C - V A Nといった国内の民間商業ネットワークの間で、電子メールのやり取りを
行うことが可能になりました。このことにより、大学などの研究機関でコンビューター
ネットワークの利用ができない方でも、個人で商業ネットワ クに加入すれば、自宅や
研究室から電話回線を利用して、世界中の研究者と電子メ ルのやり取りを行うことが
できるようになりました。生物リズム研究会の皆さんも、コンピューターネットワーク
という便利な情報交換のための道具を利用されてみてはいかがでしょうか。 これまで
に寄せられた、プログラムのリストを紹介いたします。もし、プログラムのコピーを希
望される方がおられましたら、私までご連絡下さい。また、このリストは、プログラム
のパージョンアップや、新しいプログラムの提供があった場合に随時会誌にて紹介した
いと考えています。

[ 生物リズム研究のためのPDSプログラムリスト]

プログラム名: HyperPRC 
著者: 近藤孝男 ( 基礎生物学研究所)
使用 O S : M a c O S， S y s t e m 7  
使用言語: H y p e r T a l k  +  T H I N K  Pascal 
使用可能機種: M a c  Plus o r  later 2mb m e m o r y， HyperCard2.0が必要
配付時の記録媒体: 2 0 0  f l o p p y  

プログラムの内容: Carl Johnsonの編集した PRCAtlas ( 印刷したものはりから入手
可能) を V a n G o o c hがコンピュータに入力した。このデータを M a c上で見ることができる。
印刷したり、他のグラフソフトに移すことも可能。著者、生物種、刺激の種類で検索す
ることもできる。また、自分のデータを入力してプロットすることもできる。なを
PRCAtlasの全データを含む。
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プロブラム名: NENU. BAS (付 ADINP. BAS、ADRDS. BAS) 
著者: 大屋栄一 ( 福井医科大学)
使用O S : M S - D O S  3 . 3 A  

使用言語: N 8 8 B A S I C  M S - D O S版
使用可能機種: N E C  P C - 9 8 0 1 シリーズ (MS - D O S版B A S I Cが動くもの)

( エプソンについてはチェックしていないが、多分動くでしょう)
配付時の記録媒体: 3. 5または5インチ2 H D f l o p p y  
プログラムの内容: MENU.  BAS'"'-' 計算、アクトグラム、一覧表などのメニュープログ
ラム。
(1) A D C A L :  1 匹ずつのデーターファイルを最大エントロビー法によるパワースベクト

ラム※ベリオドグラム※最小 2 乗法※自己相関法による解析をするプログ
ラムである。

(2) A D T A B :  1 匹ずつのデーターファイルのアクトグラムと一覧表を表示印刷する。
(3) A D G R P :  A D C A L計算した解析データーを表示してハードコピーを印刷する。
(4) A D T G R :  A D T A B とA D G R Pをつなげたプログラムである。一度に一覧表、アクトグラ

ム、解析データーを印刷する時に使用する。
(5) A D I N P :  5 個のアニメックス( 島津製) からプリンター( 島津製) に入り、プリン

ターからインターフェイスを介してR S 2 3 2でN E C 9 8 0 1 に入る。 5個で15分間
隔で 10 日間 (960個) のデーターが 1 つのファイルとしてN E C 9 8 0 1 に入るプ
ログラムである。開始時刻と終了時刻と間隔はプリンターのパネルで、設定
する。当研究室では固定しである。 B A S I C のわかる人は変数を変えて実行
してください。

(6) A D R D S :  5匹分の9 6 0個のファイルから 1匹ずつのデーターファイノレに変換するプロ
グラムである。

(7) E N D :  これでおしまい

プログラム名: ACT700. BAS 
著者: 大島五紀 ( 塩野義製薬( 株) 油日ラボラトリーズ)
使用O S : M S - D O S  3 . 3 B  

使用言語: N 8 8 B A S I C  M S - D O S版
使用可能機種: N E C  P C - 9 8 0 1 シリーズまたは互換機( 16色表示対応機種)
配付時の記録媒体: 3 . 5または5インチ2 H D f l o p p y  
プログラムの内容: ランダムファイルとして記録した行動リズムのデータをダブ‘ルプ
ロットのアクトグラムとして表示、印刷する。プロットの横軸を 10時聞から 4 0時間の範
囲で10分間隔で指定できる。また、表示する線に対応する行動量を任意に設定すること
が可能なため、パックグラウンドのノイズを消去して、目的のリズム成分のみを表示す
ることが可能。
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G o r d o n  R e s e a r c h  C o n f e r e n c eのプログラム
事務局

今年のゴードンコンブエレンスは 8 月 9 日から 1 3 日まで、アメリカで聞かれました。日本から
の出席者の一人、近藤先生( 基生研) からプログラムをいただきましたので、紹介します。

August 9  
Takao Kondo (National Institute for Basic Biology): Prokaryotic circadian rhythms of gene 

expression repoはed by Bacterial luciferase. 
Maria Mi社ag (Harvard Univ.): Circadian ∞ntrol of gene expression in the 

bioluminescence system of the marine dinoflagellate Gonyaulax p oかedra.
Jon Komhauser (Northwestem Univ. ): Light-activated signal transduction pathways in 

the suprachiasmatic nucleus. 
Jay Dunlap (Dartmouth Medical School): Neurospora ・the molecular identity of a  clock 

gear and hand. 
Brigitte Frisch (Brandeis Univ.): Elements of the period gene's cyclical expression in the 

Drosophila brain. 
Russell van Gelder (Stanford Univ.): Circadian control of gene transcription in Drosophila 

melanogaster. 

August 10 
Gregory Cahill (Univ. Kansas Medi伺 ICenter): A  circadian oscillator in vertebrate retinal 

photoreceptors. 
G e n e  Block (Univ. Virginia): Cellular analysis of circadian 巾ythms in isolated neurons. 
David Eamest (Univ. Rochester Medical Center): Establishment， characterization， and 

subcloning of immortalized cell lines derived from the rat suprachiasmatic nucleus. 
Jaga Giebultowicz (U.S. D e pt. Agriculture): Circadian pacemaker in insect testis∞ntrols 

release and maturation of speπn. 
Dennis Liu  (Univ. Washington): Mutations affecting periodic behavior in C. elegans. 

August 11 
Till Roenneberg (Univ. Munich): Living with two clocks. 
Daniel Janik (Univ. Toronto): Mechanisms of non-hotic phase shifting. 
Charles Czeishler (Brigham and Women's Hospitaり: Mechanisms of entrainment of the 

h u m a n  circadian pacemaker. 
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R a s  Silver (Bamard College): W h a t  d o  suprachiasmatic nucleus grafts re副Iydo?
G. Robert Lynch (Univ. Colorado): T h e  suprachiasmatic nucleus in vitro， melatonin， and 

seasonal behavior in the Djungarian hamster. 

August 12 
Phyllis Wise (Unv. Kentucky CoHege of Medicine): Digital imaging of cellular behavior in 

the suprachiasmatic nucleus. 
Michael Hastings (Univ. Cambridge): Functional domains of the suprachiasmatic nuc!eus. 
Rudger Hadeland (Univ. G o世ingen): Photoperiodism at the celluiar level: rhythms and 

effects of indoleamines in Gonyaulax polyedra. 
Theresa Lee (Univ. Michigan): Communication of photorefractoriness from mother to 

pups. 

August 13 
H. Craig Heller (Stanford Univ.): Circadian 巾ythmicity in hibemating ground squirrels. 
M e n n o  Gerkema (Univ. Groninge): Synchronization of ultradian activity rhythms in 

c o m円10n voles: the role of environmental temperature. 
Martin Zatz (Natl. Inst. Mental Health): Thermal effects on melatonin 巾ythms in chick 

pineal ωIIs. 
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第 1 0 回
生物リズム研究会

講演要旨集

1 9 9 3年 1 1 月5 、6 日
岡山ロイヤルホテル



生物リズム研究会

場所: 岡山ロイヤルホテル( 〒 7 0 0 岡山市絵図町 2 - 4 )

m 0 8 6 - 2 5 4 - 1 1 5 5  0 8 6 - 2 5 4 - 0 7 7 7  

日時: 1  1月 5 (金) 日

1 4 : 0 0 - 1 7 : 3 0  

1 8 : 0 0 -

1  1月 6 ( 土) 日

シンポジウム

懇親会

8 : 5 5 - 1 5 : 4 5  一般講演

1 2 : 1 5 - 1 3 : 1 5  運営委員会

参加費: 3 、 0 0 0 円

懇親会費: 5 、 0 0 0 円

参加費、懇親会費とも当日受け付けでお支払ください。

一般講演の要領
演題 1 題につき発表 1 0 分、討論 5 分とします。スライドは講演 3 0 分前にスライド受
付係にお渡しください。 O H P は使用できませんので、よろしくお願い致します。

座長は各セッションでの時間厳守をお願い致します。
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第 1 0 回生物リズム研究会担当幹事

中島秀明
岡山市津島中 3 - 1
岡山大・理・生物



至津山、てこー
山県総合、
ラウンド J
県営球場ム
d 〆， I  

OHK • 
山ロイヤルホテル

岡山駅より
車で5分
徒歩で 1 5分
岡山空港より
車で 3 0分

キ!・
/'/1 .  
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シンポジウム 概日系の解析一重点領域研究に向けて

1  1月 5 日( 金) 1 4 : 0 0 - 1 7 : 3 0  ( 岡山ロイヤルホテル)

はじめに 千葉喜彦( 山口大・理)

司会: 中島秀明( 岡山大・理)

/ レシフエラーゼ導入らん藻の生物発光リズム: 突然変異株の分離 近藤孝男( 基生研・計時)

光受容タンパク質

コオロギ視葉概日時計聞の相互作用

司会: 大石正( 奈良女子大・理)

徳永史生( 大阪大・理)

司会: 本間さと( 北海道大・医)

富岡憲治( 山口大・理・生物)

司会: 井上慎一( 三菱化成生命研)

形態学から見た視交叉上核の神経伝達物質とサーカディアンリズム 岡村均( 京都府立医科大・

第 2解剖)

生物リズムの学習モデ、ル

懇親会 ( 1 8 : 0 0 - ) ( 岡山ロイヤルホテル)
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司会: 鈴木良次( 東京大・工)

西井淳( 東京大・工・計測工学)



一般講演

1  1月 6 日( 士) 8 : 5 5 - 1 5 : 4 5  ( 岡山ロイヤルホテル)

8 : 5 5 - 9 : 0 0  開会の挨拶 担当幹事中島秀明

9 : 0 0 - 1 0 : 0 0  セッション I 座長三輪五十二( 茨城太・教義)
P d n a Kールシフエラーゼ融合遺伝子移入による単細胞藍色細菌SynechocistisP C  C  6  8  0  3  
の概日性発光発現リズム

青木摂之、近藤孝男、石浦正寛( 基礎生物学研究所)

新しく分離したアカバンカピ時計変異株の解析
五藤竜太、中島秀明( 岡山大・理・生物)

アカパンカピの光による位相変化過程の解析 : m R N A合成の必要性
定金 豊、秋山正志、中島秀明( 岡山大・理・生物)

ゾウリムシ行動の概日リズム発現における鍵分子: アデ、ニレートサイクラゼ、
長谷川建治、島本昌和 1 、田中舘明博 2 、松本勝春 3 、塚本保夫 4 ( 北里大・医・生理、精神科

1 、M E 2 、東洋医学振興財団 3 、東北大・院・情報科学/ 理研・フォトダイナミクス 4)

1 0 : 0 0 - 1 1 : 0 0  セッション E 座長阿部博( 北海道大・医)
ミドリゾウリムシの集光性概日リズムに対する共生クロレラの影響

藤森紀行 1、三輪五十二 2 ( 茨城大・理・生物 1、教養・生物 2)

キイロジョウジョウパエ概日時計長周期系統 r i  t  s  uの周期の変動性
松本顕、富岡憲治、千葉喜彦( 山口大・理・生)

p e r O 系統における概日歩行周期発現の温度依存性
松本顕、治井有加、富岡憲治、千葉喜彦( 山口大・理・生)

2 種のショウジョウパエの光周反応の違いについて
吉田尚生 1 、木村正人 2 ( 北大・理・動物形態 1 、北大・地環研・生態遺伝 2)
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1 1 : 1 5 - 1 2 : 1 5  セッシヨンE 座長官岡憲治( 山口末・理)
ラット視交文上核神経活動のサーカディアンリズムに対する N M D Aの作用 - N Oの関与につい
て一

渡辺昭仁、浜田俊幸、柴田重信、渡辺繁紀( 九州大・薬・薬理)

ラット視交文上核のV I P遊離における興奮性神経入力の役割
小野道子、福原奈美子、富永恵子、柴田重信、渡辺繁紀( 九州大・薬・薬理)

ラット視交文上核培養細胞により放出された v a s o a c t i v e i n t e s t i n a l  
p  0  1  y  p  e  p  t  i  d  e量の概日リズム

篠原一之、本間さと、勝野由美子、阿部博、本間研一( 北大・医・生理)

概日リズムの光同調に関与する視細胞、視物質
吉村崇、西尾美雪、後藤麻木 1、海老原史樹文( 名古屋大・農・家畜生理、水産 1 )  

1 2 : 1 5 - 1 3 : 1 5  休憩

1 3 : 1 5 - 1 3 : 3 0  報告・連絡事項 事務局 中島秀明

1 3 :  3 0ー1 4 : 3 0  セッシヨンW 井深信夫( 滋賀太・教育)
昼行性醤歯類の視交文上核における光刺激による F o s蛋自発現

阿部博、本間さと、本間研一( 北大・医・生理)

S C N細胞外液中興奮性アミノ酸量のサーカディアンリズム: i n  v i v oマイクロダイアリ
シスによる解析

本間さと、勝野由美子、本間研一( 北大・医・生理)

ウズラの眼内リズムおよび摂食/ 飲水活動リズムにおよぽすF o r m o g u a n a m i n e処理の
影響

佐々木基子、大石正( 奈良女子大・理・生物)

ラット概日活動におけるビタミン B 1  2  ( メチルコパラミン) の中枢作用
池田真行、本多和樹、井上昌次郎( 東京医科歯科大・医用器材研・制御機器部門)

1 4 : 3 0 - 1 5 : 3 0  セッションV 座長柴田重信( 九州文・薬)
睡眠・覚醒リズムが体温リズムに及ぼす影響 (II )  
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佐々木由香 1、宮下彰夫 2 、竹内朋香 3 、犬上牧 2 、福田一彦 4 ( 早稲田大・文学 1、東京都
神経研2 、日本学術振興会 3 、福島大4)

雄ラットの行動概日リズムに及ぽす加齢の影響
山岡貞夫( 濁協医科大・第一生理)

シリアハムスターの冬眠誘発要因の分析
井深信夫、上田誠司 ( 滋賀大)

ヒト血紫メラトニンリズムの社会的同調
本間研一、中村宏治、橋本総子、本間さと( 北大・医・生理)

1  5  :  3 0 ー 1 5  :  4 5  閉会の挨拶 担当幹事中島秀明
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